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【出願番号】特願2016-558076(P2016-558076)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月6日(2018.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御す
るための方法であって、
　前記ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出することと、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記モバイルデ
バイスの前記推定される動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッ
ジエリア、および前記モバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ことと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通信範囲に少な
くとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアを決
定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
カバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記ＡＰのカバ
レッジエリアのサブセットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することを備え
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連する測定されたＴｘ電力レベルに基づいて
、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定すること、または前記モ
バイルデバイスから受信された情報に基づいて前記モバイルデバイスの前記推定されるＴ
ｘ電力レベルを決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
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Ｔｘ電力レベルと前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ
　Ｔｘ電力レベルを設定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される検出しきい値、または前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の推定
される経路損失のうちの少なくとも１つを決定することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスのための前の位置推定に基づいて前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記推
定される経路損失を決定することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイル
デバイス間の前記推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能
なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算することと、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検出可能なＡＰ　Ｔ
ｘ電力レベルの関数として設定することと、
　を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＡＰにおいて、前記モバイルデバイスの前記Ｔｘ電力レベルに関連している情報を
受信することと、
　前記ＡＰにおいて、前記モバイルデバイスの前記Ｔｘ電力レベルに基づいて前記ＡＰ　
Ｔｘ電力レベルを調節することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＡＰにおいて、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルで測位パケットを前記モバイルデバイス
に送信することと、
　前記ＡＰにおいて、前記測位パケットについて前記モバイルデバイスから肯定応答（Ａ
ＣＫ）を検出することを試みることと、
　前記ＡＣＫが前記ＡＰにおいて検出されない場合、前記ＡＰ　Ｔｘ電力を増加すること
と、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される検出しきい値を決定することをさらに備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
検出しきい値に少なくとも部分的に基づいて前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御す
るための装置であって、
　前記ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するための手段と、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定するための手段と、前記推定
される動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および
前記モバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ための手段と、
　を備える、装置。
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【請求項１３】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通信
範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジ
エリアを決定するための手段を備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定されるカバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記
ＡＰのカバレッジエリアのサブセットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定する
ための手段を備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連するＴｘ電力レベル、または前
記モバイルデバイスから収集された情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記モバイ
ルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定することを備える、請求項１２に記載
の装置。
【請求項１５】
　非一時的なプロセッサ可読記憶媒体であって、プロセッサに、請求項１乃至１１のいず
れかのステップを行わせるように構成されるプロセッサ実行可能な命令を備える、非一時
的なプロセッサ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　[0077]　いくつかの実例となる構成が説明されたが、本開示の趣旨から逸脱することな
く、様々な修正、代替の構成、および等価のものが使用され得る。例えば、上記の要素は
、より大きいシステムのコンポーネントであることができ、本明細書で、他のルールが、
本発明のアプリケーションよりも優先するか、そうでなければ本発明のアプリケーション
を修正し得る。また、いくつかのステップは、上記の要素が考慮される前、その間、また
はその後に着手され得る。したがって、上記の説明は、請求項の範囲に境界を付けない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御す
るための方法であって、
　前記ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出することと、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記モバイルデ
バイスの前記推定される動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッ
ジエリア、および前記モバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ことと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通信範囲に少な
くとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアを決
定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
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カバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記ＡＰのカバ
レッジエリアのサブセットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することを備え
る、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連する測定されたＴｘ電力レベルに基づいて
、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定することを備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスから受信された情報に基づいて前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電
力レベルを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
Ｔｘ電力レベルと前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ
　Ｔｘ電力レベルを設定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される検出しきい値、または前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の推定
される経路損失のうちの少なくとも１つを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスのための前の位置推定に基づいて前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記推
定される経路損失を決定することをさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイル
デバイス間の前記推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能
なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算することと、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検出可能なＡＰ　Ｔ
ｘ電力レベルの関数として設定することと、
　を備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ＡＰにおいて、前記モバイルデバイスの前記Ｔｘ電力レベルに関連している情報を
受信することと、
　前記ＡＰにおいて、前記モバイルデバイスの前記Ｔｘ電力レベルに基づいて前記ＡＰ　
Ｔｘ電力レベルを調節することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＡＰにおいて、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルで測位パケットを前記モバイルデバイス
に送信することと、
　前記ＡＰにおいて、前記測位パケットについて前記モバイルデバイスから肯定応答（Ａ
ＣＫ）を検出することを試みることと、
　前記ＡＣＫが前記ＡＰにおいて検出されない場合、前記ＡＰ　Ｔｘ電力を増加すること
と、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される検出しきい値を決定することをさらに備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
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検出しきい値に少なくとも部分的に基づいて前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することを
さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　アクセスポイント（ＡＰ）送信電力を管理するための装置であって、
　ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するように構成されるアクセスポ
イント（ＡＰ）調整モジュールと、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記推定される
動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および前記モ
バイルデバイスの推定される送信（Ｔｘ）電力レベルを備え、前記測位交換の間前記ＡＰ
から前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバ
イスの前記推定される動作パラメータの関数として設定することと、を行うように構成さ
れるネットワークベース測位（ＮＢＰ）モジュールと、
　を備える、装置。
［Ｃ１４］
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイ
ルデバイスの推定される通信範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイス
の前記推定されるカバレッジエリアを決定するようにさらに構成される、Ｃ１３に記載の
装置。
［Ｃ１５］
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアが
前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記ＡＰのカバレッジエリアのサブ
セットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するようにさらに構成される、Ｃ１
４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記ＮＢＰモジュールに通信可能に結合され、前記モバイルデバイスからの１つ以上の
過去の送信に関連しているデータを記憶するように構成されるモバイル履歴データベース
をさらに備え、ここにおいて、前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイル履歴データベース
で記憶されたデータに基づいて前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを
決定するようにさらに構成される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記ＮＢＰモジュールに通信可能に結合され、前記モバイルデバイスから、前記モバイ
ルデバイスの前記推定される動作パラメータに関連している情報を取得するように構成さ
れるクラウドソーシングモジュールをさらに備え、ここにおいて、前記ＮＢＰモジュール
は、前記クラウドソーシングモジュールによって取得された前記情報に基づいて前記モバ
イルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定するようにさらに構成される、Ｃ１
３に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルと前
記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを
設定するようにさらに構成される、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの推定される検出しきい値、および前
記ＡＰと前記モバイルデバイス間の推定される経路損失を決定することと、前記モバイル
デバイスの前記推定される検出しきい値および前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記
推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能なＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを計算することと、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための
前記検出可能なＡＰ　Ｔｘ電力レベルの関数として設定することと、を行うようにさらに
構成される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ＡＰ調整モジュールおよび前記ＮＢＰモジュールの１つ以上の機能を行うように構
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成される少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合され、データを記憶するように構成されるメモ
リと、
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御す
るための装置であって、
　前記ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するための手段と、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定するための手段と、前記推定
される動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および
前記モバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通信
範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジ
エリアを決定するための手段を備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定されるカバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記
ＡＰのカバレッジエリアのサブセットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定する
ための手段を備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連するＴｘ電力レベル、または前
記モバイルデバイスから収集された情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記モバイ
ルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定することを備える、Ｃ２１に記載の装
置。
［Ｃ２４］
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定されるＴｘ電力レベルと前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるよう
な前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための手段を備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスの推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイルデバイ
ス間の推定される経路損失を決定するための手段を備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記推定される経
路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算
するための手段と、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検
出可能なＡＰ　Ｔｘ電力レベルの関数として設定するための手段と、を備える、Ｃ２１に
記載の装置。
［Ｃ２６］
　非一時的なプロセッサ可読記憶媒体であって、プロセッサに、
　アクセスポイント（ＡＰ）とモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出することと
、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記推定される
動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および前記モ
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バイルデバイスの推定される送信（Ｔｘ）電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ことと、
　を行わせるように構成されるプロセッサ実行可能な命令を備える、非一時的なプロセッ
サ可読記憶媒体。
［Ｃ２７］
　前記プロセッサに、
　前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通
信範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッ
ジエリアを決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル
に関して定義されるように前記ＡＰのカバレッジエリアのサブセットであるような前記Ａ
Ｐ　Ｔｘ電力レベルを設定することと、
　を行わせるように構成される命令をさらに備える、Ｃ２６に記載のプロセッサ可読記憶
媒体。
［Ｃ２８］
　前記プロセッサに、前記モバイルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連するＴｘ
電力レベル、または前記モバイルデバイスから収集された情報のうちの少なくとも１つに
基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定させるように構
成される命令をさらに備える、Ｃ２６に記載のプロセッサ可読記憶媒体。
［Ｃ２９］
　前記プロセッサに、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルと前記ＡＰ
　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定さ
せるように構成される命令をさらに備える、Ｃ２６に記載のプロセッサ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］
　前記プロセッサに、
　前記モバイルデバイスの推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイルデバ
イス間の推定される経路損失を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイル
デバイス間の前記推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能
なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算することと、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検出可能なＡＰ　Ｔ
ｘ電力レベルの関数として設定することと、
　を行わせるように構成される命令をさらに備える、Ｃ２６に記載のプロセッサ可読記憶
媒体。
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